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障 害 者 の 自 立 支 援 の た め に

平成２９年１０月２３日

公益財団法人 テクノエイド協会

おかげさまで創立３０年

【事業目的】

障害者の自立や社会参加を支援する機器や技術の開発は、マーケットが小さい、経費的な問題から

モニター評価が行えないといった理由から、実用的製品化が進んでいない状況にある。

そこで、開発企業が障害当事者と連携して開発する取組に対して助成を行うことで、障害者にとって

使いやすく適切な価格の機器の実用的製品化を促進する。

【事業内容】

（１） 障害者の自立支援機器の開発（実用的製品化）に対する助成 ： 事業費 120,000千円

・補助額（上限） １０，０００千円（程度） / 件

・補助率 2 / 3  (但し、大企業は1/2)

（２） シーズ・ニーズマッチング強化事業 ： 事業費 約 40,000千円

【実施主体】

テクノエイド協会 （機器の開発は、テクノエイド協会が開発企業等を公募して開発費を助成）

平成２９年度 障害者自立支援機器等開発促進事業

2



製品の普及開発 〜 試作 〜 実証実験 〜 製品化シーズとニーズのマッチング

ユーザー・支援者
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（1）実⽤的製品化開発に要する費⽤の助成
※研究段階を終え基本設計はできているが、試作機の製作までには⾄っていないものが対象（2）シーズ・ニーズマッチング強化事業
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ニーズ把握から製品販売までのイメージ図

平成２９年度 障害者自立支援機器等開発促進事業
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障害者自立支援機器等開発促進事業（イメージ）

試作２号機の製作

試作初号機の製作

実⽤的製品開発促進

マッチング、コーディネート等
について助⾔

企業等

モニター
評価

障害者団体等

・実⽤性のある⽀援機器の製品化を促進するために
は、適切なモニター評価と試作機改良のプロセス
が不可⽋。

・助成対象は、研究段階を終え基本設計はできてい
るが、試作機（実⽤化の初期段階にあるもの）の
製作までには⾄っていないもの。

・適切なモニター評価実施できるよう、厚⽣労働
省・審査委員会、テクノからも助⾔等⾏う。
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障害者⾃⽴⽀援機器等開発促進事業 開発テーマ（平成29年度）

１ 肢体不⾃由者の⽇常⽣活⽀援機器

２ 視覚障害者の⽇常⽣活⽀援機器

３ 聴覚障害者の⽇常⽣活⽀援機器

４ 盲ろう者の⽇常⽣活⽀援機器

５ 難病患者等の⽇常⽣活⽀援機器

６ 障害者の就労⽀援機器（新規）

７ 障害者のコミュニケーションを⽀援する機器

８ 障害者のレクリエーション活動を⽀援する機器

９ 障害児の⽣活を豊かにする⽀援機器

10 ロボット技術を活⽤した障害者の⾃⽴⽀援機器

11 脳科学の成果を応⽤した⽀援機器

12 その他 ※福祉⽤具ニーズ情報収集・提供システムに寄せられた意⾒・要望
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平成２９年度 障害者自立支援機器等開発促進事業 採択機関一覧

No 開発事業者 開発テーマ 分野 継続 計画年

1 （有）ホームケア渡部建築 パーキンソン病等によるすくみ⾜を改善する⾝体装着型移動⽀援機器の開発 難病等 ○ 2/2

2 RT.ワークス（株） 障害者の歩⾏特性に合わせた⽀援機能を備える⾃動制御機能付き歩⾏器
肢体

難病等
1/2

3 （株）有薗製作所 成⻑対応調節可能な座位保持機能付き電動⾞いすの開発
障害児
肢体

1/2

4 橋本義肢製作（株） ロボット技術を応⽤したリハビリテーション⽤短下肢装具の⾼付加価値化
ロボ
肢体

1/1

5 （株）システムネットワーク ⽇常⽣活場⾯に特化した⾼次脳機能障害者 訓練・評価⽤システム開発 就労 1/2

6 （株）レイトロン 視覚障害者向け⾳声認識リモコンＢＯＸの開発 視覚 1/2

7 （株）アシスト
⼦ども達の⽇常⽀援具（ブランコ､スキーソリ､電動カート､ロッキング等）を
適切な価格で提供するための「座位保持装置⽤の脱着シェル」開発

肢体
障害児

1/2

8 （株）モリトー 宿泊施設⽤の簡易リフトの開発
肢体

障害児
1/2

9 （株）ユープラス ユーザニーズに基づくトーキングエイドの改良 コミュ 1/1

10 （株）オリィ研究所 ALSなど重度肢体不⾃由者に対する視線⼊⼒型オフィス業務補助ツールの開発 就労 1/3

11 （株）今仙技術研究所 姿勢変換可能なコンパクト軽量電動⾞椅⼦の開発 肢体 ○ 2/2

12 (社福)兵庫県社会福祉事業団
物体の形状に合わせて把持することができる多指機構を有し、
軽量で極めて装飾性に優れた量産型筋電義⼿

ロボ ○ 2/3

13 （有）オフィス結アジア 導⼊・運⽤が容易で対応⽤途が広いコミュニケーション⽀援パックの開発 コミュ 1/1

14 （株）マイクロブレイン 知的・精神障がい者の就労を⽀援するだれでもワークプロの改良
就労

コミュ
1/1

15 フランスベッド（株） 認知機能の障害児・者の睡眠を⽀援する寝具の開発 その他 ○ 2/2

16 （株）エクセルシア
ライフラインを必要としない⾼機能な排泄処理による
バリアフリー仮設トイレの開発

障害児 1/2
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シーズ・ニーズマッチング交流会２０１６」の開催
【大阪開催】

【東京開催】

開催期間：平成２９年１月１９日（木）１０：００～１６：００
開催場所：ＯＭＭ（大阪マーチャンダイズマート）２階Ａホール

出展参加：６０企業・団体
特別企画：「障害者自立支援機器の開発を考えるシンポジウム」

開催期間：平成２９年２月３日（金）１０：００～１６：００
開催場所：ＴＯＣ有明 ４階コンベンションホール

出展参加：７２企業・団体
特別企画：採択企業 成果報告会

シンポジウムの様子交流の様子

成果報告会の様子交流の様子

162人

(50.5%)
159人

(49.5%)

大阪会場 来場者割合

使う人

作る人

使う人 作る人 合計

１６２人 １５９人 ３２１人

一般来場者数

使う人 作る人 合計

２４４人 １８１人 ４２５人

一般来場者数

244人

(57.4%)

181人

(42.6%)

東京会場 来場者割合

使う人

作る人
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「シーズ・ニーズマッチング交流会２０１７」開催予定

※テクノエイド協会ホームページ参照 http://www.techno-aids.or.jp/
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テクノエイド協会は、今後とも安全で有用な

福祉用具の開発と普及の支援を行います。

ご清聴ありがとうございました


